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図7　SHELLガソリン：日石灯油蒸留曲線
と120～130℃範囲内において各混合割合間の留出量の差が最も大きくあらわれている。
　したがって，120℃前後においてガソリン，灯油の混合割合が判定できると考えられる。こ
の考えから最も簡単な方法として，混合油を100℃で一定時間加熱后その残留体積を測定し
て，既に各混合割合の混合油で上記の試験結果を表にして比較すれば，蒸留曲線をかかなくと
も大凡その推定はできる。
　そこでつぎのような実験を試みた。　肉薄の目盛付試験管（内容20　ml）に試料10　ml（ガソ
リン／灯油）をいれ，100℃に加熱した熱湯入りのビーカにいれ，一定時間放置后（約3分間
后），取り出しその体積をよみ，各混合割合に応じて一覧表を作り，未知混合割合試験につい
て同様の試験を行い比較して，表から混合割合を推定する。つぎの表5は上記の試験結果を示
すものである。
表5100Cにおけるガソリン，灯油および混合油の蒸発残体積
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ガソリン，灯油の蒸留曲線について
　この試験の場合は，目盛は試験管に試料をいれて，加温したビーカーに浸してから最初の1
分間は試料油から気泡を発して極めて不安定であるから，一定時間毎（この場合毎分）に容量
を測定し，一定した容量を示す時間を求めて，測定時間と定める。
　このような簡単な方法でガソリン，灯油の混合割合を求めることができる。
3．総 括
　ガソリン，灯油およびその混合油の蒸留曲線を求めることによって，混合割合を蒸留曲線図
から比較的簡単に推定できることを実験で明らかにした。
　また，混合油の混合割合の変化は120～130℃で比較的明瞭にあらわれるので，蒸留曲線を
かく手間を省いて，100℃で混合油を一定時間放置し，その后の容量を測定することによって
最も簡単に両者の混合割合を大凡そ推定しうることを明にした。これらの方法で混合割合不明
の未知試料について行ったところ，いずれの場合もほぼ正確に混合比を明にすることができ
た。
　終りに本実験に関係された柘植野貴一，望月治男諸子に感謝致します。　　　　　（完）
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